
ヨーロッパ遠征 Day25 - 30 

2022.06.15 Mon–20 Mon 

 

■Bellecin→Poznan 移動 

 ジュネーブ空港発、ワルシャワ空港経由、ポズナン空港着の飛行機にて移動し、ボートセッティング

まで行う計画であったが、スイス国内の管制システムトラブルにより領空が封鎖され、一時空港で足止

めとなった。乗り継ぎ予定の飛行機に乗れなかったものの次の飛行機に空席があり、予定よりも 6 時間

遅れとなったが、無事にその日うちにポズナンに移動することができた。 

 

 

■World Rowing CupⅡ（Poznan , Poland） 

 

【参加クルー・成績】 

LM1x  安井 晴哉（トヨタ紡織）                      総合 15 位/15 ｸﾙｰ 

M1x   山尾 圭太（トヨタ紡織）                      総合 15 位/20 ｸﾙｰ 

LM2x 1 宮浦 真之（NTT 東日本） 武田 匡弘（関西電力）          総合 8 位/16 ｸﾙｰ 

LM2x 2 西村 光生（ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ）   古田 直輝（NTT 東日本）         総合 11 位/16 ｸﾙｰ 

LW2x 1 廣内 映美（明治安田生命） 冨田 千愛（東京大学 RSL）        総合 13 位/16 ｸﾙｰ 

LW2x 2 大西 花歩（デンソー）   木野田 沙帆子（明治安田生命）      総合 16 位/16 ｸﾙｰ 

M2- 1  荒川 龍太（NTT 東日本）  大塚 圭宏（NTT 東日本）        総合４位/16 ｸﾙｰ 

M2- 2  志賀 巧（東レ滋賀）       福田 将（東レ滋賀）          総合 15 位/16 ｸﾙｰ 

W2x 1   米川 志保（トヨタ自動車） 大石 綾美（ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ）          総合 10 位/15 ｸﾙｰ 

W2x 2  西原 佳（プリントパック） 榊原 春奈（トヨタ自動車）       総合 14 位/15 ｸﾙｰ 

M4-     高野 勇太（NTT 東日本） 新井 勇大（明治安田生命） 

西 知希（NTT 東日本）   林 靖晴（NTT 東日本）         総合 12 位/12 ｸﾙｰ 

 

今大会は、2022 年度ナショナルチームとして初めて挑む大会であった。国際大会を経験できたこと、

現時点での世界での位置を確認できたこと、クルー毎に成果や課題が見えたこと、など収穫の多い大会

となった。この大会で得たものを 3 週間後に行われる WCⅢで活かしていきたい。 



【アスリートレーンセレクション】 

今大会は、アスリートレーンセレクション（予選・ファイナル A を除く）が採用された。 

 

① クルー毎に代表者 1 名を登録（選手またはコーチ） 

→登録者もしくはチームマネジャーの 2 名のみがアスリートレーンセレクションを実施可能 

② あらかじめ、前のレースの順位・タイムにより優先順位（A→F）を決定 

③ 発艇 45 分前に実施 

④ 集合時にアクレディテーションカードにより登録者の確認 

⑤ 優先順位の高い順に選択 

⑥ レーン番号と代表者のサインを記入し終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ②  

③  ④  ⑤  

No.121 9:35 LM2ｘ Final B

A B C D E F

AUT JPN1 FRA2 EST JPN2 IND1

Lane 6 5 4 3 2 1

Signature Xavier Oto※手書き

⑥ （記入用紙再現） 



【ボートコース】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Poznan→Bellecin 移動 

 復路と同じくポズナン空港発、ワルシャワ空港経由、ジュネーブ空港着の飛行機にて移動であった。

荒天のため乱気流などの影響もあり、予定より 1 時間遅れとなったが、大きな問題もなくベルサンに到

着することができた。家に帰ってきたかのような安堵の表情が選手から見られた。数日間、体を休めつ

つ、WCⅢに目標を切り替えトレーニングに臨みたい。 

 

■スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


